
 

 

 

 

 

 

 

 

校長  田山 満則 

１月１１日（火）、３学期始業式の前に、新生徒会長の常国咲月さんが、令和４年の錦中の年間

スローガンの発表と所信表明を全校生徒に向けて行いました。 

 今年のスローガンは、 

「志 ～心と行動で築く思いやりの連鎖～」  

 に決定しました。また、スローガンについて、次のように説明しました。（要約） 

 

「志」とは、心に決めた目標の達成をめざす気持ちのことです。そして、副題の

「思いやりの連鎖」とは、例えば、困っている人が助けてもらうと、次は自分が助けよ

うと思うように連鎖するということです。連鎖のためには、「心と行動」が大切です。 

また、スローガンを達成するためのチャレンジ目標を決めました。 

○ 目配り・・・周りをよく見て 

○ 気配り・・・相手の立場になって 

○ 心配り・・・感謝の気持ちをもって 

です。皆さんの協力が必要です。 

一年間よろしくお願いします。 

 

冬休み中に実施したリーダー研修会の中で、協議して決定した内容です。今年度もすばらしいス

ローガンを掲げてくれました。 

 

 

 

リーダー研修会の最終日となった１月７日（金）には、岩国市立通津中学校の執行部と合同で

「リモート研修会」を行いました。 

各校で協議、検討したスローガンや年間の月目標などの説明を行い、互いに質疑応答する中

で、生徒会執行部・専門委員長としての考え方や行動の在り方について学びました。 

双方の参加者は、他校からよい刺激を受けたことでしょう。これから一年間の活躍が楽しみで

す。 
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⇦【所信表明する常国さん】 



 

 

 

年末年始の人の移動で、新型コロナウイルス感染症の拡大

があることは、誰もが想定していたことだと思います。 

しかし、オミクロン株の感染力は、想定を上回る速さで拡大

を続け、１月２０日現在、全国各地で過去最多の感染者数を

記録していて、未だピークが見えません。 

今や、誰が感染しても不思議ではない状況です。 

人生の最初の岐路を経験する中学３年生は、受験という試

練だけでも大変なところ、感染対策という気苦労もしなければなりません。 

そのような中、本校３年生は、夢の実現のため各自の希望する進路をめざして、日々努力してい

ます。 

１月１７日（月）から６日間は、地域の方に面接官をしていただき、面接練習を行いました。校長、

教頭、担任等の面接に併せて実施することで、生徒たちは、よい緊張感をもって臨むことができまし

た。地域の方は、懇切丁寧にご指導くださり、感謝の気持ちでいっぱいです。 

ご多用の中、本当にありがとうございました。 

 

 

 

日頃、お会いする機会が少ない給食調理員さんです

が、生徒と会食する機会を設けて、毎日、おいしい給食を

作ってくださることへの感謝の気持ちを表しました。 

本当は、「チキンチキンれんこんが大好きです！」などと

会話を弾ませながら会食をするのですが、今は「黙食」で

す。食べ終わった生徒は、マスクをして静かに会話をして

いました。 

早く、以前の楽

しい会食ができる

ことを願いたいも

のです。 

 

 

 

 

 

昨年の１２月２３日、第４０回全国中学生人権作文コンテストの

実施に多大な協力をしたことに対して、法務省山口地方法務局

岩国支部から、感謝状をいただきました。 

共生社会や SDGｓの重要性がクローズアップされる中、正しい

人権意識をもち、生活していくことは大切です。今後も、すべての

教育活動において人権意識を高めてまいります。 

 

 

【３年生】 

【２年生】 

【１年生】 

地域協育ネット 
コーディネーター 

【面接官役の白石さん】 


